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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　旨

　産業革命に匹敵する と言 われ る現在 の社会経済の 変化は ，何度か そ の 呼び名 を変え た もの の ，最

近 は 「IT革命 」と して 広 く世界に認識される に至 っ た 。　IT革命 と して 様 々 な経済現象が知 られ て い

るが ，包括的に IT革命を説明する経済理論は存在 しない 。本論文 では ，　IT，特にイ ン ターネ ッ トの

特徴であ る掲示性 ，検索，自動化 ，低 コ ス トの もたらす市場の 取引費用 の 大幅な低下が ，IT革命の

経済理論 であ る こ とを説明する。もう
一

方で ，ITに は ，組織の 内部に お け る情報伝達の コ ス トを飛

躍 的に低下 させ ，組織化費用を大幅に低下 させ る 可能性が あ る。企業 （もし くは経済活動 を主 に行

う組織）の 存在は 市場の取引費用以下の費用で行 われ る取引の 束 と説明 され るの で ，市場の 取引費

用 が低下する場合 ， 企業 は それに応 じて組 織化費用 を低下させ なければ現状の規模 を維持で きな い 。

巨額の IT投資は
， 取引費用 の 低下 に伴い 組織化費用 を低下させ る ための 不可避の投資 とい う側面が

あ る 。
NPO に と っ て 組織化費用 の 低下は大 きな追 い 風で あ り ，

か つ て な い 規模の NPO やよ り特殊

な分野に おけ る NPO の組織化 と活動を可能 と し た。　 IT革命とは，市場 の 取 引費用 の 低 減 と組織 の

組織化費用低減をきっ か け に
，

あ らた な 均衡へ の 移行 に 伴 う社会 ，経済 の 変化 で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　 Eiiciro　KABASHIMA

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Abstract

　The 　social　and 　economical 　change 　at　present　that　is　thought 　as　profound 　as　the　change 　that　come

with 　the　industrial　revolution 　is　now 　renamed 　IT　revolution ，　and 　recognized 　widely ．　Althollgh　many
economic 　phenomena 　are 　known 　as　part　of　IT　revolution ，　There　are 　any 　economic 　theory　to　expl 頴n　IT
revolution 　entirely ，　This　paper　presents　that　dramatic　decline　of　market 　transaction　cost 　caused 　by
Intemet，　which 　has　advantage 　in　notice ，　search ，

　automatic 　processing， 10w　cost ，　is　the　economic 　theory

to　explain 　IT　revolution ，　IT　especiaily　lnternet　reduces 　information　conveyance 　cost 　in　organization
exponentially 　and 　may 　make 　organizadon 　cost 　decrease　dramatically，　The　essence 　of　economic 　actiVity

oriented 　organization 　Hke丘rm 　is　understood 　as 　bundle　of　transactions　that　costs 　are 　lower　than　market

transaction　cost ．　Thus　as　market 　transaction　cost 　have　gone　lower
，
　organizations 　could 　not 　support 　pre−

sent 　scale　or 　eXistence 　without 　decreasing　organization 　costs ．　Vast　IT　investment　is　partly　recognized
existing 　organization

’
s　inescapable　investment　to　adjust 　a　decline　in　market 　transaction　cost ．　Lower

organization 　cost　makes 　NPOs　possible　to　organize 　larger　scale 　than　before　and 　cover 　broader∬eld 　to
work ．　rr　revolution 　are 　social　and 　economical 　changes 　toward 　balanoe　which 　is　upset 　by　decrease　mar −

ket　transaction　cost 　and 　orga皿ization　cost　w 三血 IT 

1．は じめに

イン タ ーネ ッ トが与え る社会 ・経済 へ の 多大な

＊　　 東京大 学社会情報研 究所技 術補助員

影響 を認識 し ，は じめて 世 界に印象づ け たの は

1997年に ク リン トン 大統領 とゴ ア副大統領 の 名前

で 出されたA 　Framework　For　Global　Electronic　Com −

merce ［1〕
で あろう。こ の 文書の なか で ，イン タ ー

ネ ッ トが社会に与 え る現象を総括す る もの と して ，

産業革命に 比 し て 厂革命」と い う言葉が 象徴的 に
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使われた 。 翌 1998年に ，ア メ リカ政府は イ ン ター

ネ ッ トの経済へ の 影響 に関す る ，最初の まとま っ

たレ ポー
トを発表 し ，新 し い 経済現象 を 「デ ジ タ

ル 経済」 と名付け ， その 急激な出現 を 「デジ タル

革命」と い う言葉で 表現 し た
［2］

。 1999年，2000年

の ア メ リカ 政府の レ ポ ー ト ［31 囮
は 「IT （lnforma−

tion　Technology）革命」と 「デ ジ タル 革命」と い

う二 つ の言葉を使い ，2000年サ ミ ヅ トの G7 蔵相

会合で は 「IT革命」 と い う言葉を議題に置 き，「IT

革命の 経済 ・金融面へ の 影響　G7 蔵相か ら首脳へ

の 報告」
［sl

と して発表 した 。 2000年に入 っ て か ら

日本国内に お い て も ， 様々 な メ デ ィ ア が 「rr革命」

や 「IT」とい う言葉を使用するよ うにな り，こ れ

らの 言葉に基づ き ， イ ン タ ーネ ッ トに よる経済 の

大きな変化が広 く人々 に認識 されるに至 っ た。

　 こ の ように ，イン タ ーネ ッ トが社会に 与える影

響が よ り詳細に杷握される に つ れ ，現象 を表す言

葉は よ り限定的な もの に 変化 し世 界中で
一

般化 し

た 。し か し，これ らの言葉や 認識 に通底 する もの

をも っ と も端 的に 表 し て い る の は
， 出発点で ある

AFramework 　For　Global　Electronic　Commerce の

「我々 は t 産業革命時の 経済の 重大 な変化に匹敵す

る革命を迎 えつ つ ある。」とい うゴア副大統領の言

葉で あ ろ う。本稿で は ，こ う した経緯 を踏 まえ ，

情報技術の 進歩 に 伴 う産業革命期に 匹敵する と予

想 され る重大 な経済 の 変化や 新 し い 経済現象 を

「IT革命」t その 原動力 とな る情報技術 を 「IT」 と

い う言葉を使 っ て表すこ ととする ．

　 「IT革命」をより具体的に 見 る と tIT 部門の 急

激な伸び ，IT設備の急激な価格低下に よ る低い イ

ン フ レ率 ，巨額の IT投資 ，イン タ ーネ ッ トの 爆発

的普及，EC （Electronic　commerce ）の 急激な増加

や ，イン タ ーネ ッ トを通 じた財やサービス の 配布 ，

労働生産性の 向上 ，労働者に必要な ス キ ル の 変化

な どが挙げ られて い る
［6］

。 また ，SOHO とい っ た

勤務体系の 変化や ，在庫の 大幅削減，企業の ス ピ

ー ド経営 なども 「rr革命」に 関連 し て言及 され る

こ とが ある。

　 し か し なが ら，こ れ ら の 各種の 経済活動を説明

す る 「IT革命」の 理論的枠組み を提供す る とい う

部分に関 して ，経済学は十 分 に期待に応 えて い な

い ように 思 える 。イン タ ーネ ッ トの ビジ ネス 利用

が 始ま っ て か らわずか 4
，
5年 〔7］ しか た っ て い な

い 現在 に お い て は ，統計 も，は な は だ不整備な状

態 にあ るの は確かで あ り，経済学に と っ て 現状の

把握の段階で ある とい うこ とは否定で きない 。 そ

の ため か ，著者の 知 る限り，日常の 全て の 部分に

影響を及ぼ すと い う革命的な経済の 変化 を説明す

る経済学の理論はな い 。ネ ッ トワ ーク に 関連す る

経済学の 議論 と し て
，

ソ フ トウ エ ア 産業の 興隆と

と もに ク ロ
ー

ズ ア ッ プ された費用逓減産業と独占

の議論 ，互換性 とス イ ッ チ ン グ コ ス ト，サ ン ク コ

ス トに よる ロ ッ ク イ ン効果等の 理論が
， イン タ ー

ネッ トに伴 う経済現象の 説明に使われる こ とがあ

るが ，こ れ らが 「IT革命」の 全貌 を包括す る理論

た り得 な い こ とは明 らかであ る 。

　そこ で本論文 は，「n 革 命」を分析す る経済学の

視点を提唱する こ とを目的とす る 。

　本論文の構成 は以下の よ うに なる。まず ，2 で

は
，
IT に よ り実現 し た イ ン タ ーネ ッ トの 性質とそ

の 経済活動へ の 影響 として の EC の 効果 を指摘 し ，

3 で は
， それ らが取引費用の 低減の 観点か ら説明

で きる こ とを明 ら か に す る。 4 で は取引費用 の 低

減に よ り新 たな市場が 出現 し ，よ り市場の機能が

高まる こ とを指摘する。 5で は ，ITが組織の 組織

化費用低減 も可 能 と し ，財の 交換に関 して ，それ

を実行 する際の 費用の 高低 を基準に市場 と組織の

守備範囲の 変動が起 こ る こ と ，NPO の 組織化を容

易 に し強化 しその 活動範囲 を広げる こ と を説明す

る 。 6 で は ，まとめ と今後の 研究の 課題 を明 らか

に す る。

2．イン タ
ーネ ッ トの 性質 と EC の 効果

　IT革命の コ アで あ る，B2B （注 u の EC は急激 に

伸び る と予想 されて い る 。 2003年の ア メ リカ国内

の B2B の規模に つ い て ，　Boston　Consulting　Group

は ，2．8兆 ドル ，IDC は 6340億 ドル と予測 して お り，

それぞれ 99年の 4倍，12倍になるとして い る
［8］。

　こ の よ うなEC 導入の イン セ ン テ ィ ブの 源泉は ，

EC の メ デ ィ ア で あ るイ ン タ ーネ ッ トの 性質に帰せ

られ よう。すなわち ，掲示性 ，検索，自動化 ，低

コ ス トに あ る 。 掲示性 とは ，い つ で もどこ か らで

も，情報を見る こ とが で き情報の 更新が で きる こ
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とで ある。つ まり，時間の 制約 と場所の 制約の な

い こ と，及び不特定 多数 間での 即時の 情報 発信が

双方向 に可 能で あ る こ とを含意 する 。 検索 は ，掲

示性と コ ン ピュ
ー

タの利用を前提 として ，今 まで

の 人の検索能力をはる か に超 えた量の 情報の 検 索

が可能とい うこ とを示す 。 自動化は
， 何 回で もコ

ピーが可 能とい うデジ タル コ ン テ ン ツ の性質 とネ

ッ トワ
ーク ，コ ン ピ ュ

ータ を組み合わせ るこ とに

よ り ， データ ベ ース構築や情報の 配信等様々 な業

務の 自動化を可能に する ことで ある e 低 コ ス トは，

個人や小規模企業が独力で 不特定 多数 へ 情報発信

がで きるとい うコ ス トの レ ベ ル を特に強調する 。

こ うした イ ン タ
ー

ネッ トの 性質に 基づ き T 企業で

は ，投入財等の 購入 コ ス トの 低減 ，在庫削減，製

品製作時間低減 ，よ り効率的で 効果的なカ ス タ マ

ーサ
ービ ス ，セ ール ス コ ス ト とマ ーケ テ ィ ン グ コ

ス トの 低減，時間制約 ，場所制約が無くなる こ と

に よる新 し い 販売機会 ，情報 ・音楽等の 無形財の

場合 は配布 コ ス トの 大幅低減，運用 コ ス トの 低減 ，

消費者 で は選択の 幅が広が り，場所や時間に制約

されな い 便利 さな どと い っ た ，EC の 広範囲で 大規

模な効果 ［9］が実現可能と なる 。

3 ．IT革命 の経済理論 ：取引費用の低減

　さて ，経済学の 視点か ら見 ると ，明 らか に EC の

性質及び効果 を全て説明で きる理論が ある こ とに

気付 く。 市場の 取引費用に 関す る理論で あ る。経

済理論に おける市場の 取引費用の 考慮の 必要性 を

提唱 した コ ース は ，取引費用を以下の ように定義

して い る 。 「市場取引を実行するため に は
， 次の こ

とが必要 となる 。 つ ま り，交渉をしよ うとす る相

手 が誰で ある か を見つ け出す こ と
， 交渉を した い

こ と及び どの よ うな条件で 取引 しよ うとして い る

か を人々 に伝 え る こ と，契約 に い た るまで に さ ま

ざまな駆け引きを行 うこ と，契約 を結ぶ こ と ，契

約の条項が守 られて い る か を確か め るための 点検

を行うこ と ，等々 の事柄 が 必要 とな る の で あ る 。

こ うした作業は しばしば膨大な費用を必要とする」

〔101
。

つ まり取引費用 と は 市場で の 取引に伴う
， 検

索と周知の 費用 ，交 渉と意志決定の 費用，監視と

強制の 費用で ある 。 ス テ ィ グ リ ッ ツ は取 引費用 を

「貨幣で表 され る費用で あろうと ，時間で表される

費用で あろ うと ，また不便 さで 表され る費用で あ

ろ うと，取引 を行 うための （購 入価 格 を超 えた）

追加 的な費用」［11］ と定義 して い る。 従っ て ，コ
ー

ス の 定義し た もの に加 えて ，取引を実行する際の

機会費用や手数料 ，通信費 ，運送料や配布費用な

ども取引費用 と考 える こと も可能で あ る 。

　取引費用の存在は ，市場の失敗の有 力な原因の

一
つ と考え られ きた。た とえば，市場で取引が成

立 す るため には ，取引に よ る利益 が取引費用を上

回 っ て い な ければな らな い
。 その ため ，交渉相手

へ の検索や 周知 もし くは監視や強制等 に 多くの 費

用が 必要と考え られ ，利益 を超 える と予測 され る

場合は取引 を行 うイン セ ン テ ィ ブが失われ ，市場

自体 が存在 しえ な くな る 。 また ，妥協 し て 完全 な

情報を入手 せ ず t 取引費用 を低 く押 さえた と して

も，売 り手 と の 情報の 非対称性に伴 う逆選考 に よ

り，早晩市場は存在 しえなくなる 匚12］
。

こ の 他に も

取引費用の 存在は，経済学の 古典 的モ デ ル （注 2＞
と

現実社会 との 違い をか な りよ く説 明する 。 企業の

存在 や ，労働者 と雇用者の 長期的雇用関係 ，垂直

統合 や系列取引 ，継続的取引，取引費用の 節約 の

ための 行動と説明 されるの で ある 。

　 イン タ ーネ ッ トをメ デ ィ ア とする EC が革命的 に

取引費用 を低減す るこ とは疑 う余地 がな い 。 検索

と周知の 費用は ，イ ン タ
ーネ ッ トの検 索 と掲示性

の み で も大幅に低減 され る 。 また ，イ ン タ ーネ ッ

トの 低 コ ス ト性に よ り，持 て る資本 が少な い た め

に検索と周知の 費用 を負担で きず市場に参加で き

ない
， とい うこ ともな くなる 。 さらに ，B2C の 分

野 で は，消費者向けに EC の 検索に特化 した検索 ツ

ール
（注 3）

が 出現 し ，また ，特定 の財の 売 買情報 に

特化 し た Web 　Pageの 出現で い っ そうきめ細か い 情

報が ，さらに 低コ ス トで検索で きるように な っ て

い る 。 DB 構築等の 自動化は ，その種の Web 　Page

の 出現 をさらに容易に して い くで あ ろう。B2B で

は ，EDI （注 4）
や CALS （注 5｝

の 導 入 と その前提 とな

る標準化 に よ り検索 ・周知の費用は か な り低減す

る 。 デ ータ ベ ー ス や POS シ ス テ ム に 支援 され た

One　to　One　Marketingは ，　B　2　C ，　B　2　B に 関わ らず

検索 と周知 の 費用を大幅に低減する もの で ある 。

　 交渉 と意志決定の 費用 に 関 し て も，情報 を共有
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する CALS 等に より劇的 に下が る こ とが予想 され

る 。 また検索に よる類似 取引の 情報の 入手が交渉

と意志決定の 労力を大い に減ずる 。

　監視 と強制の 費用の つ い て は ，問題 ある企業 を

ブ ラ ッ ク リ ス ト等 に よ りEDI や CALS か ら排除する

こ とで ，極 めて 安価か つ 効果的制裁を行 うこ とが

で き ，監視 と強制の 費用を大幅に 押さえ る こ とが

で きる。こ の よ うな仕組み は
， 経済学者 が もっ と

も完全 な市場 と考え る商品取引所や 株式市場で 用

い られて い る制裁手段 で
，

コ ース が ル ール の 執行

に 関す る取引費用 を減ずる もの と して ，論 じて い

る もの で ある
［13］

。 また ，個入で も情報発信がで き

る とい うイン タ ーネ ッ トの 低 コ ス ト性は ， 評判の

メ カ ニ ズ ム と組み合わ され ，消費者に従来 とは比

べ もの に な らな い くらい の 低 コ ス トで強制 を行 な

える可 能性をもた ら し た 。

　 ま た ，イン タ
ー

ネ ッ トの 時間と場所の 制約が な

い こ とは t 取引 を実行 する際の 機会費用 を大幅に

低減 し
， 無形財の 場合 ，何度 で もコ ピーが可能 と

い うデジ タ ル コ ン テ ン ツ の 性 質に より配布に 関す

る取引費用を圧倒的に低減する ことが可能とな る。

そ もそ も，こ の 取引過程全て を実行する エ ージ ェ

ン ト ・ソ フ トウ ェ ア が 出て くる こ とは時間の 問題

で あるよ うに 思 われ る 。 基本的な取引仮定 は エ ー

ジ ェ ン トが行い ，ク リテ ィ カ ル な判断が必要と さ

れ る場合の み 人間が判断 を行 うよ うに なれ ば ，さ

らに取 引費用は低減 され る。

　取引費用の 革命的な低減，厂rr革命」の 根源は正

に こ こ に ある。前出の ように IT革命は産業革命 に

比 されて い るが ，産業革命が新 しい 動力源の 導入

に よる生産費用の 革命的低 下に よる革命で あ っ た

とする と ，デジ タル 革命は イ ンタ
ーネ ッ トの導入

に よる取引費用の革命的低下に よる革命なの で あ

る 。

　 昨年秋の ，筆者の 当学会で の 発表以降 ，IT革命

に よ る取引 コ ス トの 低下 を指摘する本 ［14］や新聞

記事
［15］

が散見 される よ うに な り，2000年サ ミ ッ

トの G7 蔵相 会合 で は 「IT革命の 経済 ・金融 面へ

の 影響 ・G7 蔵相か ら首脳 へ の 報告」に 「飛躍的

な取 引 コ ス ト削減」とい う文言が書き込 まれ た ［16］
。

しか しな が ら ．蔵相会合は電子金融取引にお け る

取引 コ ス トとい う認識 に 留まっ て お り，中谷 は系

列や メ
ー

ンバ ン ク制 ，長期雇用 とい っ た 日本型組

織の消失と取引 コ ス トを関連づ けて 論 じて い て
，

筆者の 取引費用 と IT革命の 関連の 理解より ， 限定

された もの とな っ て い る 。

4 ．取引費用 の低減が市場 に及ぼす影 響

　取引費用は ，あ る財の 分配 が市場を通 じて行 わ

れ る か ，もし くは組織 を通 じて 行われる か を決定

する分水嶺と して働 く。

　そ もそ も取引費用の 概念 は ，コ
ース が企業の 存

在 を説明す るために を導入 した もの で ある 。 彼 は

企業に つ い て 以下 の よ うに簡潔に述べ て い る 。 「市

場を通 じて 取引を実行するための 費用に くらべ て ，

それが 少な い 費用で すむ と きに は ，市場で な され

て い た取引 を組織化す るため に 企業が生 まれ る の

で あ る 。 企業規模の 限界が どこで画され る か と い

えば ，それ は取引 を組織化す る費用が ，それ を市

場 を通 じて 実行する場合の 費用 と等 し くな る と こ

ろで ある」
［17｝。

　それゆ え ，IT革命に より取引費用 が低減する と ，

経済活動の 中で 市場と組織が 担うそれぞ れの 領域

が大 きく変わ る可能性がある。

　全体 的な傾 向 と して ，市場の 働 く範囲が よ り大

きくな る で あろ うこ と は想像に 難く な い 。そし て ，

市場部 分で は取引費用 の 低減に よ り，取引費用の

な い 古典的経済モ デル に実際の 経済 が近づ くで あ

ろ う。実際 ，こ の よ うな視点 を持つ と現在の 経済

の 変化の か な りの 部分が説明可能で ある。

　現在 ，ア メ リカで は Web 上の あ ちこ ちに様々 な

商品 ・
サ

ービ ス の 取引市場 が登場 し て い る 。 鋼材

や天然ガ ス ，病院向け消耗品や トラ ッ クの ス ポ ッ

ト便など ， 現在 は約 300ほ どで あるが ， 2001年に

は約 1万 を超え ると い う予測が あ る
［18］

。 また
，

イ

ン タ
ーネ ッ ト上の オー

ク シ ョ ンが急激 な伸びを示

し，従来で は考え られ なか っ た 日用の 細々 と した

実用品の 中古がオーク シ ョ ン を通 じて 取引 されて

い る。これ は
， 取 引費用の 革命的低減に より従来

成立 しえな か っ た市場が成立可能に な っ たた めの

現象と説明で きる。そ し て ，あらゆ る財に市場が

成立するこ との影響は非常に大き い 。

　財 が市場 で取引 され る ようにな る と，定価 はな
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くな り，その 瞬間の 需給関係に よ り価格が決ま る

よ うに なる。現在 で も飛行機の チ ケ ッ トや コ ン ピ

ュ
ータ の など十分 に競争的な財は ，季節や商品の

人気度な どで 価格が細か く変わ る 。
コ ン ピ ュ

ー
タ

で は 定価の な い オープ ン プラ イ ス が導入 されつ つ

あるが ，これ と同 じ現象が あ らゆ る財に広が っ て

い くだ ろう 。

　それ に 伴い ，い まま で 様々 な変化の 影響の 波及

を遅 らせ て きた ，在庫や定価 ，取引時間や 場所の

制約な ど ，取引費用の 存在 か ら生 じて い たバ ッ フ

ァ
ー

が な くなる と、
一般均衡論 が唱 えて い た よう

に 価格の 変化は瞬時に他の 市場に波及するよ うに

な る 。 企業の経営に ス ピー ドが 求め られ る （注 6）
の

も正 に こ の よ うな経済が 出現 しつ つ あ るか らに他

な らな い
。

5．取 引費用の低減が組織に及ぼす影響

　
一

方で ，取引費用の 大幅な低下 をもた らした IT

の 特性 が ， 企業 などの 組織 に も等 しく波及 して い

る こ とを忘れて はな らない 。

　 ウ ィ リア ム ゾ ン は ，企業規模の 限界が ，統制上

の 損失に よ る と指摘 して い るが ，
こ の 損失の 主 な

要因が情報の 伝達や処理 能力の 限界に あ ると考 え

て い た こ とは ，以下の 部分 などを見て も明 らか で

あろ う。 「（筆者補足 ：仮定 した）企業は ，3層か ら

な る階層構造 （頂点に おける調整，第
一
線 の監督，

そ して 作業）を もち ，それぞれの 層の 間の 統制範

囲が 2で ある ような構造 を もつ 。 こ の ように ，統

制範囲が定数で ある よ うな企業の全雇用者数は ，

n

Σ　S
’”

で与 えら摘 。 ただ し，・は統詣ll遡 ，

t ＝1n

は階層数 ，上の 企業で は ，s＝2，　 n ＝3で ある か ら ，

全雇用者数は ，7で ある 。 さて ，こ の 企業が次 第に

成長 し，機能の 数は 同数で
， 作業担当労働者の 数

が 2倍に な っ た と仮定 しよう 。

一
中略

〜
統制範囲

が 2で あるか ら，作業労働者の数が 2倍に な るこ と

に よ っ て ，新し い 階層が
，

必 要となる となる こ と

に注 目された い 。 組織階層の底辺 に い るの は 4 人

では な く8人の作業労働者で ある 。 2人の ペ ア
ー

が ，

それぞれ ，第一線監督者 に報告する 。 したが っ て ，

第
一
線監督者は ，4入必要になる 。

こ の 4人の 第一

線監 督段階と最高調整者 との 間に
， 新 しい 階層が

登場する 。 そ れぞ れ 2人 の 第一
線監督者 の ペ ア

ー

が ，それ ぞれの 中間管理者 に 報告 し ，そ し て ，中

間管理者 が
， 最高調整者に報告する 。

〜中略〜こ

の 形態に よる拡張が続 くと t 最高調整者の 執務室

が ，次第に過重 な業務 を背負わ され て い くで あろ

うこ とは予想に 難 くない 」［191
。

　ITは ，s すなわち統制範囲 を飛躍 的に 拡大する。

例 えば ，会議 の 日程 を知 らせ る と い う仕事に つ い

て考 えて みよ う。 rrが導入 される以前は ，社内で

の 個々 人へ の 連絡 は ，内線電話 を使 うか ，直接会

うか ，日程 を知 らせ る文書 を回覧 また は配布する

か ，と い っ た手段が考 え られ る。電話 や直接会 っ

て 知 らせ る と い う方法は機会費用が大きく，人数

が 多い 場合は難 し い だ ろう。こ の 中で は ，文書 に

よる周知が一番機会費用が少な い と考え られ る が ，

それで も文書 を作成 し コ ピー し ，配布 もし くは 回

覧 す る と い う費用及 び機会費用 が 発生 し，また ，

回覧や 配布に か か る時悶の もた らす機会費用が 高

く付 く場合 ，つ まり急 ぐ場合に は ，十分 に高 い そ

の他の手段の 方が安 い場合 もで て くる 。 と こ ろが ，

IT に より個々人に emai1 が導入 される だけで ，全 く

異 なる状況が現れ る 。 emai1 で は ，その 作成 にほ と

ん ど コ ス トが か か らず ， Cc や Bccに よ っ て 全社 に

送 っ て も個人 に送 っ て もほ とんど費用は変わ らな

い
。 そ して ，ほ んの 数秒 で 送付 され ，個々 人 も自

分の 都合の 良い 時間に 見 られる ことか ら，機会費

用 も比 べ もの に な らな い くら い 安 くすむ だ ろう 。

email と い うITの 最 も単純な形で あれ こ の ような効

果が見込め るの で ある 。 ITの 導入 が進ん で い る企

業に於い て は もっ と高度の 情報を高い 効率で伝達 ，

処理で きる各種の 環境が導入 されて い る 。

　 そ もそも，組織 の 階層的構造は情報の伝達に必

要な 資源を節約 するた め に 形成 されて い る 。 以下

の ウ ィ リア ム ソ ン の 階層的構造の 説明は わか りや

すい 。 「構造の 情報節約的性質は，次の ような極端

な場合を考え ると ，わか りやす く示すこ とが で き

る。すなわ ち ，M 人 が ，あ る業務 を協力 して 行 っ

て い る組織の ，2つ の 代替的構造を考 えよ う。 もし

調整者が存在せ ず ，
か つ ，相互依存関係が 集団の

すべ て の 成員間の 接触を必要として い るよ うなも
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の で あれば ，1／2M （M −1）個の 両方向の 伝 達網が

必 要で ある 。こ れ とは違 っ て
，

も し
， すべ て の 伝

達 が ，単
一

の 調整者 を通 して 行われ る とする と

（これは階層構造の 要素を導入 した事 を意味する

が），M 個の 伝達網 だけで 事はた りる」〔2°］
。
　 IT時

代の 企業組織の 特徴 として 中間管理 職の 少な い ，

トッ プとその他と い うフ ラ ッ トな組織とい う現 象

が指摘 されて い るが ，こ れは
，
ITに よ り複数の 経

路に対する情報伝達の コ ス トが下 が り，全成員の

間の伝達網が維持で きるため ，フ ラ ッ トな組織の

形成が可能にな っ たと考 えられ る。

　 こ の ように ，ITは ，組織の 組織化費用 を大幅に

低 減す る。こ の 費用 こ そ，市場の 取 引費用 との 比

較の 対象 とな り，取引が市場で 行われ るか組織で

行わ れ る か を決定す る ，もう
一方の 費用 で あ る。

取引費用が大幅に低減する rr革命下で は ，組織は ，

市場と費用の 低減 で競争す るこ ととなる 。 組織 は

組織化費用 を低減する改革を行わな い と ，今まで

の 組織 の 規模 を維持で きな くな るの で ある 。 IT投

資に は ，その 多くが組織の存在 ，規模の 維持の た

め の 必要不 可欠 な投 資 と い う面が ある の で あ り ，

しか も，これは企業だけに留 まらず，経済的活動

を主 目的 とする数多 くの 組織 に つ い て 当ては ま る

もの で ある 。
こ の 点で IT投資は そ の 他の 投資と性

格 が異 な る 。 ア メ リカ に見 られ る rr投資の 急激な

伸び と巨額さは こ の よ うな背景が考えられる の で

ある 。

　 もし ，組織 が ，IT革命に よる市場の 取 引費用 の

低下を上 圓 る早 さと大 き さで 組織化費用 を低減す

る こ とがで きたな ら ，組織は規模を拡大する こ と

も可能 に な ろう。1998年の ドイ ツ の 自動 車会社 ダ

イ ム ラ
ーとア メ リカの 自動車会社ク ラ イス ラ

ーの

合併に 見られるよ うに
， 距離も離れ時差 も大 きい

，

国籍 が違 う企業同士の 合併 は tIT があ っ て は じめ

て可能 にな っ た と言 える。

　 しか し ，組織化の 費用低減に遅 れ ，急速に低減

す る取引費用 と比 べ 相対的 に高い もの と なれば，

組織内の 財交換は市場に よ っ て担 われる ことに な

り，組織を縮小する か ，組織 自体の 存在が な くな

っ て しま う可能性が ある 。 組織の 業務は 縮小 し，

組織が内部に抱え る人 員や 資源も縮小せ ざる負え

ない 。近年広 く見 られ る ，ア ウ トソ ーシ ン グ や在

庫を持た な い 経営な どは ，組織内部で まか な っ て

きた機能 を市場 を通 じて 実行 し て い るもの と考え

られ ，企業 の規模の 縮小と も考え られる 。

　また ，】T 革命下の NGO の重要性は ，それぞれの

国の 制度で は補足で きな い 国際取引の 増加な どの

点か らも指摘されて い る とこ ろで あ るが
〔2／］

，この

ように以前は考え られなか っ た分野で NGO の 果た

す役割へ の期待が高 まっ て い る背景 に は
，
IT革命

に よりNGO 組織化の 費用が低減して い る環境が あ

ると考 えられる。例 えば，1997年に その コ
ーデ ィ

ネ
ー

タ ーが ノ
ーベ ル 平和賞を受賞した 「地雷禁止

国際キ ャ ン ペ ーン」（［lhe　internationa1　Campaign 　to

Ban　Landmines）に見られる ，組織の広 さと組織化

の ス ピ ー
ドは印象的で ある。「地雷禁止国際キ ャ ン

ペ ーン」は
，
1991年一に ア メ リ カ ，フ ラ ン ス ，イギ

リス の 6つ の NGO の ネ ッ トワ ーク とし て 始 ま っ た

が ，その 9 年後の 現在 ，13 力国の NGO が コ デ ィネ
ー ト委員会に 参加 し ，98 力国で キ ャ ン ペ ーン を行

い ，ネ ッ トワ
ー

ク に参加 して い るグ ル
ープは実 に

1100で あ る
［22］。こ うい っ た NGO の 形成 は ，掲示

性 ，検索，自動化 ，低 コ ス トと い っ た イ ン タ ーネ

ッ トの 特徴に基づ く組織化費用の 低 減な し に は実

現 しえな か っ た
（注 7）

で あろ う 。 組織化費用の 高さ

か ら税金に よる 組織で し か 実現が難 し か っ た非営

利事業だが ，以 前とは比べ もの に な らな い 広 い範

囲を対象に 低 コ ス トで ，趣 旨を掲示 し 1 賛同す る

人 を検索し ，情報 を伝達 し ，組織化する こ とを可

能に した ITの 登場に よ っ て ，政府以外で も可能に

な っ たの で あ る 。

　NGO の 活動の 範囲や領域 は ，　 IT革命の 進展 とと

もに ，予想 を越 えた ス ピー
ドで広が っ て い くだ ろ

うと予想 され る。

6 ．結語

　IT革命とは ，　 ITに よ っ て可 能と な っ た市場の取

引費用の 革命 的低減 と ，組織の 組織化費用の 革命

的低減をき っ かけに ，新た な均衡状態へ と向か う，

社会や 経済の 動 きで ある。費用を尺度に し た ，財

の 分配に関する ，市場と組織との競争は
， それぞ

れの分 野 ごとの特性 に基づ きに異な る結果 を生み

出す こ ととなろ う。こ れ ら研究の 進展は た とえば
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失業の 問題の 解決な どに手が か りを与 え て くれ る

可能性があ る。 今後は ，以上の よ うな仮説に基づ

い た ，分野 ごとの より実証的な研究が望 まれる。
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注　釈

（注 1）EC の 分析に関 し て ，企業間取引と企業対消

　費者の 取 引を分け て考え る場合が ある 。 企業間

　取引 をB2 （to）B （Business　to　Business）企業対

　消費者 をB2 （to）C （Business　to　Consumer） と

　表現する 。

（注 2）こ こ で い う古典的モ デ ル と は ，全て の 市場

　は競争的で時間の 概念 は な く，需要と供給の 関

　係に よ り瞬時に 財の 価格と量が決 まり，望 む市

　場は全て存在 し ，市場参加者は参加 し て い る市

　場に つ い て完全 な情報を持つ と い っ た ，経済学

　の 基本モ デ ル を指す。

（注3）Apple社の MacOS9 に 付属する ソ フ トウエ ア

　の Sherlock　2は ，使用 して い る コ ン ピ ュ
ータ内を

検索するの と同 じイン タ ーフ ェ
ース か ら，様 々

なオ ン ラ イ ン シ ョ ッ ピ ン グ サ イ トの情報 を収 集

し購入 したい 商品に つ い て の 価格や納期な どの

情報を入手する機能を持つ 。

　　オ
ー

ク シ ョ ン取引の eBay 社は，あらか じめ希

望の 商品 と価格を入 力 して置 くと ，商品が オ
ー

　ク シ ョ ン に現 れた ら e−m 詛 で 知らせ る ，Personal

Shopperと呼ばれるサ
ービ ス を提供 して い る 。

（注4）Electronic　Date　lnterchange。 発注書や納品

　書等を電子的 に交換す る こ と等 ，企業間の 商取

引をデータ交換で 行うこ と、

（注 5）Continuous　Acquisition　and 　ljfeCycle　Support。

　製品や 部品の 発注や 契約な どす べ て の 決済を電

　子化する こ とを目的とする ，生産 ・調達 ・運用

　支援シ ス テ ム

（注 6）もち ろん企業経営の ス ピー
ド化を要求す る

　要因は こ れ だけで は な い 。 ロ ッ ク イ ン効果の 理

　解の広がりも有力な要因で あ ろ う。

（注 7）ICBLの ホ
ーム ペ ージを見る と，連絡先に 必

　ずemai1 ア ドレ ス が記入 されて い るの が印象的で

　 ある 。

2000年 7 月 15日受理

2000年 9月29 日採録

　　　　　　　 樺 島榮一郎 （か ば しま　えい い

　　
te

、　 　　 ちろ う）

　 讌 蕪 蠻 　　　1993年国際基督教大学教養学部

幽齷驫韈講鷺鷺
年か ら環境 コ ン サ ル タ ン ト会社に 勤務 し行政計画

立案に従事。1999年より東京大学社会情報研究所

技術補助員． ミ ク ロ 経済の視点か らITの 経済へ 与

える影響 ，企業の 利益に つ い ての 理論的研究 を行

う 。 その 他 ， 都 市論 ，土地問題や 都市計画の 経済

学的研究 ，ア メ リカ 人建築家 W ．M ．ヴ ォ
ー

リズ の

研究な ど。著書 に 「ジ ャ ブジ ャ ブ池の ス ケ ータ ー

たち一場の 喚起する もの
一

」（『新宿区の 民俗』収

録 。 共著）な どが ある 。
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